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1. 研 究 目的 及 び方 法

1980年 代 フ ラ ンス で は ダ ンス ・コ ン タ ンポ レ ン

ヌが 目覚 ま しい発 展 を遂 げ た 。 この動 向 につ い て

フ ラ ンスの 舞 踊 関 係 者 は ア メ リ カ人 舞 踊 家 の 影 響

を挙 げ, 中 で もア ル ヴ ィ ン・コ ラ イ に師 事 し, 1970

年 代 初 め に パ リ に 定 住 し た ス ー ザ ン ・バ ー ジ

Susan Buirge(1940-)と カ ロ リ ン ・カ ー一ル ソ ン

Carolyn Carlson(1943-)の 教 育 的 役 割 を指 摘 す る。

1) そ こで 本 研 究 は, 1970年 代 フ ラ ン ス に お け る

スー ザ ン ・バ ー ジ とカ ロ リ ン ・カ ー ル ソ ンの舞 踊

活 動 を捉 え, 2人 が ダ ン ス ・コ ン タ ンポ レ ン ヌ の

発 展 に どの様 に寄 与 した か を探 る こ とを 目的 とす

る。方 法 は, 舞 踊 雑 誌Les Saisons de la Danse(1968-

80)129冊 を基 に2人 の 舞 踊 活 動 を創 作 活 動 と教 育

活 動 に分類 し, 考 案 を行 っ た。

2. 考 察結 果

(1) ス ー ザ ン ・バ ー ジの 舞 踊 活 動

(1)創作活 動

バ ー ジ は70年 に パ リで ス タ ジ オ 「ダ ンス ・テ ア

トル ・エ クス ペ リア ンス 」 を開 設, 75年 に は振 付

研 究 グ ル ー プ 「ダ ン ス ・テ ア トル ・ス ー ザ ン ・

バ ー ジ」 を創 設 した 。 初期 の作 品 は 「ア ンチ ・バ

レエ 嗜好 」 を見 せ, ダ ンス ・ム ー ヴ メ ン トの 減 少, 

ク ラ シ ッ ク音 楽 と現 代 音 楽 に よ る コ ラ ー ジ ュ を

行 っ た。『西 か ら東 へ の往 路 』(76)よ り簡 素 な ジ ェ

ス チ ャー を反 復 させ て ム ー ヴメ ン トを展 開, そ の

後 美 術 家 や 音 楽 家 との コ ラボ レー シ ョ ン を始 め た 。

バ ー ジ作 品 は70年 代 末 フ ラ ンス に お い て ポ ス トモ

ダ ン芸 術 にお け る 「見 本 」 と して位 置 づ け られ, 

振 付 家 と して確 か な評 価 を受 け る よ うに な っ た 。

(2)教育 活 動

バ ー ジ は 「ダ ン ス ・テ ア トル ・エ ク スペ リア ン

ス」 や 「ダ ンス ・テ ア トル ・ス ー ザ ン ・バ ー ジ」

を通 して, 多 くの ダ ンサ ー を プ ロ の振 付 家 へ と導

い た。 国 の 認 定 に よ り, 若 手 振 付 家 の登 竜 門 と し

て 評 判 とな った バ ニ ョ レ振 付 コ ンク ー ルで は, ア

レクサ ン ドル ・ヴ ィッ マ ン=ア ナ ヤ(78)や ク リ

ス テ ィー ヌ ・ジ ェ ラ ー ル(79)が 入 賞 を果 た した。

ジ ョア ンヌ ・リ ヴ ォ ワー ル は, 86年 地 方 都 市 に建

設 され た文 化 会館 の1つ で あ る ナ ンテ ー ル市 文 化

の 家舞 踊 監 督 に就 任 した 。 また バ ー ジは76年 よ り

バ ニ ョ レ振 付 コ ン クー ル の 審査 員 に招 か れ, 公 の

場 で も若 手 振 付 家 に助 言 を与 え る よ う にな り, 教

育 者 と して注 目 さ れ る存 在 とな った 。

(2)カ ロ リ ン ・カ ー ル ソ ンの舞 踊 活 動

(1)創作活動

カールソンは71～73年 アンヌ ・ベランジェカン

パニーで活躍後, パ リ・オペラ座のダンス ・モデ

ルヌの教師に就任 した。75年 パ リ・オペラ座舞台

研究グループの創設に伴い 「エ トワール振付家」

に就任, グループのリーダーとして80年 まで活動

を行 う。舞台研究グループでは, カールソンは創

作法にコラボレーション方式 を用い, 照明家, 音

楽家, 美術家などコラボレーターを発掘 した。『風

水, 砂』(76)は 充実 したコラボレーションを見

せ, カールソンは振付家のみならず演出家として

も才能を発揮 した。作品を通 して, カールソンは内

的な世界を表現し, 振付では同じようなパや振付の構

図を執拗に反復させて, ムーブメントの分析を行った。

(2)教育活動

カールソンはパ リ・オペラ座のダンス ・モデル

ヌ教師として, オペラ座内外のダンサーを幅広 く

受け入れて指導 した。クラスは 「前衛グループの

溜 まり場」 とな り, 後にプロとして活躍する振付

家 を多 く輩出 した。バニ ョレ振付コンクールでは

ドミニク ・バグエ(76)と ドミニク ・ボワヴァン

(78)が 入賞 し, バグエは80年 モンペリエ市振付
センター芸術監督に就任 した。舞台研究グループ

では, エ トワール振付家として, ダンサーに創作

の精神 と方法を教えた。カールソンはそれまで彼

女の創作に参加するだけであったダンサーに振付

を実践させ, 発表の場を与えた。解散後, ダンサー

の殆どがプロの振付家 として活躍, カンタン ・ル

イイエは84年 カン市, アンヌ=マ リ・レイノーは

84年 ヌヴェール市国立振付センターの芸術監督に

就任 した。カロリン ・マルカデは84年 にル ・アー

ヴル市文化の家舞踊監督に就任 した。

3. まとめ

バージとカールソンは, 創作活動では自己のダ

ンス表現 を模索する中で, 振付の研究と創作法の

開拓 を行った。教育活動では多 くのフランス人ダ

ンサーに創作の精神と方法を教え, プロの振付家

へ と導いた。その結果2人 の教育を受けた者から, 

70年 代半ばよ り, 若手振付家の登竜門であるバ
ニョレ振付 コンクールの入賞者が現れる。80年 代

には文化の家舞踊監督や国立振付センター芸術監

督に就任する者 も現れ, 彼 らは創作活動 を通 して, 

国が推進 したダンス ・コンタンポレンヌの普及に

努めることになった。以上のことから, ダンス ・

クラシックを土壌としてきたフランスにおいて, 
ニコライに師事 したバージとカールソンが各々の

創作精神を啓蒙 し, 広めたことがダンス ・コンタ

ンポレンヌの発展要因の一端になったといえる。

1) Jacquline Pobinson, Une certaine idee de la danse re 
flextion au fildes jours, Chiron, 1977, p. 37./Marcelle 
Michel et Isabelle Ginot, <<La Nouvelle Danse enFrance 
et dans le monde>>, La Danse au XXe siecles, Borda, 
Paris, 1995, p. 17

-49-


